
保幼小連携例（北九州市及び中井小学校区）

中井小校区における取組

１ 実践の展開
○北九州市から実践校区の指定を受け、「学習規律の基盤となる基本的な生活習慣を身

に付ける」ことを幼保小の共通の視点として連携に取り組んでいる。

○幼保小連携の実施に当たり、子ども同士の交流や教職員の交流等を個別にとらえるの

ではなく全体としてとらえ、年間計画を作成している。

（１）子ども同士の交流活動
○子ども同士の交流活動の実施に当たっては、実践校区（３校区）は次の手順に沿って

行っている。

①幼保小の教育（保育）課程・指導計画の検討

・幼保小の三者が教育（保育）課程、指導計画を持ち寄り、交流活動の実

施内容やねらい等について協議を行う。

・その際に、教科等での授業時数等の制約が強い小学校の教育課程に、幼

稚園・保育所が柔軟に対応しながら調整を行い、それぞれの教育（保育）

課程・指導計画における交流活動の位置付けを明確にする。

②年間計画の作成

・交流活動を計画的に行うため、幼保小連携年間計画を作成する。

・また、この年間計画書では、幼児・児童間の交流計画だけでなく、職員

間交流や地域・家庭への働きかけに関する計画も併せて記載するように

している。

③交流活動の実施

個々の交流活動は、以下の手順に沿って実施している。

ア .事前打ち合わせ

交流活動での配慮事項等について事前打ち合わせを行う。

イ .指導案の作成

事前の打ち合わせ事項をもとに、幼保小のそれぞれで指導案を作成す
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